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１．件 名 

   伊方発電所第１，２号機 火災受信機盤の不具合について 

 

 

２．事象発生の日時 

   平成２５年 ７月 ４日 １７時２５分（確認） 

 

 

３．事象発生の設備 

   自動火災報知設備 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

   １号機 第２８回定期検査中 

   ２号機 第２３回定期検査中 
 

 

５．事象発生の状況  

伊方発電所第１，２号機は定期検査中のところ、７月４日１６時１５分に１，

２号機中央制御室において、焼却炉・油庫の火災感知器発報等の信号が発信した

ため、現場を確認したところ、１，２号油庫火災受信機盤内のヒューズ切れが確

認されたことから、当該ヒューズ取替えを実施し、現場の受信機盤は復旧したも

のの、１，２号機中央制御室の焼却炉・油庫の火災感知器発報信号が復旧できな

いことを同日１７時２５分に保修員が確認した。 

調査の結果、１，２号機中央制御室へ火災信号を送信するための中継器※１（2

号機タービン建家 1階）の異常を確認したことから、中継器を取替え、中央制御

室の焼却炉・油庫の火災感知器発報信号が復旧したことを確認し、その後、正常

に動作することを確認した結果、同日２１時５３分、通常状態に復旧した。 

なお、復旧までの間は、監視人の配置により火災の監視が不能となったエリア

に火災等の異常がないことを確認した。 

また、本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はなか

った。 

 （添付資料－1） 

 

※１ 中継器   ：雑固体焼却炉建家火災受信機盤と１，２号機中央制御室火

災受信機盤を接続する装置。雑固体焼却炉建家火災受信機

盤から１，２号中央制御室火災受信機盤に伝送する信号を

アナログからデジタルに変換するために取付けている。 
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６．事象の時系列 

   ７月 ４日 

 １６時頃～  伊方発電所近辺にて落雷が多数発生 

 １６時１５分 １，２号機中央制御室火災受信機盤に「焼却炉・油庫の火災

感知器発報」および「１，２号油庫受信機盤の異常」を示す

信号が発信 

 １７時０１分 保修員により１，２号油庫火災受信機盤のヒューズ切れ確認 

 １７時０７分 ヒューズ取替え終了 

        「１，２号油庫受信機盤の異常」を示す信号が復旧 

 １７時２５分 雑固体焼却炉建家火災受信機盤に火災感知器発報を示す信号

が発信していないにも係わらず１，２号機中央制御室の「焼

却炉油庫の火災感知器発報」を示す信号が復旧しないことを

保修員が確認 

 ２０時３１分 中継器点検開始 

 ２１時２９分 中継器取替え終了、１，２号機中央制御室火災受信機盤の「焼

却炉・油庫の火災感知器発報」を示す信号の復旧を確認 

 ２１時５３分 動作状態確認後、通常状態に復旧 

 

 

７．調査結果 

 (１) 現地調査 

ａ．１，２号油庫火災受信機盤の調査 

１，２号油庫火災受信機盤を確認したところ、「交流電源」の緑ランプが点滅

してブザーが吹鳴しており、交流電源の異常を示す状態であった。このため、

受信機盤内を確認したところ電源用ヒューズが切れていることを確認したため

取替えを実施した。ヒューズ取替えの結果、「１，２号油庫受信機盤の異常」を

示す信号は復旧した。 

 

ｂ．雑固体焼却炉建家火災受信機盤の調査 

１，２号機中央制御室へ「焼却炉・油庫の火災感知器発報」を示す信号を発

信させる雑固体焼却炉建家火災受信機盤の確認を行ったところ、火災を示す表

示は無かった。 

 

ｃ．中継器の調査 

雑固体焼却炉建家火災受信機盤と１，２号機中央制御室火災受信機盤とを接

続する中継器の電圧測定を実施した。当該中継器４回路のうち「焼却炉・油庫

の火災感知器発報」を示す信号回路の電圧については通常値約２４Ｖであるの

に対し、０Ｖ（信号発信状態）となっており、それ以外の「見張所の火災感知

器発報」等の３回路は約２４Ｖとなっていたことから中継器内のうち当該回路

のみ異常である事が確認された。このため、当該中継器の取替えを行い、火災

感知器発報信号が復帰した後、感知器の動作試験を行い正常状態に復旧したこ

とを確認した。 

（添付資料－2） 
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（２）工場調査 

取替えた中継器をメーカ工場に送付し詳細な調査を実施した。 

 

ａ．外観点検 

中継器および内部基板の外観点検の結果、機器の損傷・断線および過熱損傷

痕等の異常は認められなかった。 

 

ｂ．再現性確認試験 

当該中継器を模擬回路により再現性確認を行ったところ、当該の回路につい

ては電圧が０Ｖ（信号発信状態）となり、現地と同様な異常が再現した。それ

以外の３回路は約２４Ｖであり、模擬信号入力による動作確認も正常であった。 

 

ｃ．詳細確認 

基板を詳細確認したところ、当該回路の定電圧ダイオード※２がショートして

いることが判明した。 

（添付資料－3） 

 

※２ 定電圧ダイオード ：電源電圧変動等によるサージ※３で回路電圧が過度に

上昇するのを防止する目的で設置しており、当該定

電圧ダイオードは、回路電圧が３３Ｖ以上に上昇し

ないよう抑制している 

※３ サージ      ：電源スイッチの開閉などにより発生する高周波の過

電圧のこと 

 

（３）保守状況の調査 

当該中継器については消防法に基づき、６ヶ月ごとに外観点検を実施してお

り、至近の平成２５年１月における点検では異常は認められなかった。 

 

（４）過去の類似事象の調査 

平成１１年１２月の安全協定確認書改訂以降では、平成２０年８月に３号機

総合排水処理装置建屋火災報知機監視設備において落雷による類似事象が発生

しており、それ以外の類似事象が発生していないことを確認した。 

 

（５）事象発生時の気象状況 

１，２号機中央制御室火災受信機盤に信号が発信した７月４日１６時１５分

当時は、伊方発電所近辺で落雷が多発していた。 

（７月３日９時１４分雷注意報発令、７月５日２時３０分同解除） 

（添付資料－4） 

 

（６）事象発生原因に係る考察 

定電圧ダイオードがショートした原因としては、当該回路に過大な電圧が印

加されたものと推定されるが、当該回路と同一電源を使用している当該中継器

内の他の３回路については異常が発生していないこと、また、当該中継器には
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電源以外の電気入力は無いことから、当該回路に対して外部からの過大な電圧

が印加されたものと考えられる。中継器外部からの過大な電圧が印加される要

因としては、事象発生当時の気象状況より、落雷による雷サージ※４が考えられ

る。 

また、当該中継器故障に加え、同時刻に１，２号油庫受信機盤の異常が発生

しており、１，２号油庫受信機盤の異常はヒューズ取替えにより復旧している

ことから、一過性の大電流を発生させる現象が発生したと考えられるため、本

事象の原因は落雷による雷サージによるものと考えられる。 

    なお、発電所構内には多数の避雷針を設置しており、雷サージによる諸設備

の異常発生防止に努めている。 

 

※４ 雷サージ  ：雷の影響により発生するサージのことを言う。落雷後瞬間

的あるいは断続的に、電圧や電流が異常に上昇する。雷の

磁場により電磁誘導される「誘導雷サージ」と落雷が電線

などに伝わる「直撃雷サージ」とがある。 

 

（７）他の自動火災報知設備への影響について 

事象発生時には他の自動火災報知設備の異常を示す信号が発信していなかっ

たことから、他の自動火災報知設備への落雷による影響は無かったものと判断

する。 

 

 

８．推定原因 

本事象発生時は、伊方発電所付近で落雷が多発しており、焼却炉・油庫付近の

火災信号線への過大な雷サージにより中継器内の定電圧ダイオードの仕様を超え

る電圧が印加され、故障に至ったと推定される。 

 

 

９．対策 

（１）当該中継器の取替えを行い、健全性を確認のうえ復旧した。 

（２）これまでと同様に定期的な点検を行うとともに、今後、中継器故障時に速やか

に対応するため予備中継器を常備した。 

 

                                 以  上 
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添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 伊方発電所１，２号機 中央制御室 火災受信機盤 信号概略図 

 

添付資料－２ 伊方発電所１，２号機 中継器調査 概略図 

 

添付資料－３ 伊方発電所１，２号機 中継器故障部位概要図 

 

添付資料－４ 当時の伊方発電所周辺における落雷状況 

 

 

 

 



伊方発電所１，２号機 中央制御室 火災受信機盤 信号概略図

１、２号機
中央制御室 火災受信機盤

当該箇所

１、２号油庫
火災受信機盤

雑固体焼却炉建家
火災受信機盤

その他建物

「感知器 発報 焼却炉・油庫」(①）　←中継器取替後、復旧
「付属建家受信機 異常 1,2号油庫」(②）←ヒューズ取替後、復旧

火災受信機 異常なし（火災無し）

ヒューズ取替後、盤復旧（火災無し）

中継器

感知器（2個）

感知器

中継器取替実施

①の伝送ライン

②の伝送
ライン

添付資料-1



処理回路

約24V

ケーブル

中継器 雑固体焼却炉建家 火災受信機盤

１，２号機 中央制御室
火災受信機盤

焼却炉・油庫 火災感知器発報

添
付

資
料
-
2

※１

※１ 処理回路 ：この回路に電流が流れると１，２号機中央制御室へ
火災を示す信号が発信される。

0V

測定箇所

端子1

焼却炉・油庫
火災感知器発報信号

（感知器発報時に
接点がONとなる。）

定電圧
ダイオード

動作

【通常時（感知器未発報時）】
焼却炉・油庫火災感知器発報信号用接点は「開」となっているため、端子1－端
子2間には約２４Vが印加される。

【感知器発報時】
焼却炉・油庫火災感知器発報信号用接点が「閉」となるため、端子1－端子2間
の電圧は０Vとなり、中継器内の処理回路に約２４Vが印加され1，2号機中央制
御室の火災受信機盤に火災信号が発信する。

【調査時】
雑固体焼却炉建家火災受信機盤の確認を行ったところ、焼却炉・油庫の火災
感知器が発報していないにも係わらず、端子1－端子2間の電圧が０Vであった
ため中継器に異常があると判断した。

端子2

ケーブル



約24V

添
付
資
料
-
3

落雷

定電圧ダイオードがショート

ケーブル

中継器 雑固体焼却炉建家 火災受信機盤

１，２号機 中央制御室
火災受信機盤

焼却炉・油庫 火災感知器発報

焼却炉・油庫
火災感知器発報信号

雷サージ電流

（感知器発報時に
接点がONとなる。）処理回路

約24V 0V

動作

当該中継器

端子1

端子2

ケーブル



添付資料－４ 
 
 

当時の伊方発電所近辺における落雷状況 
 

出典：(株)STNet 「雷情報提供サービス」 より 

 

【凡例】 
●：１６時００分～１６時３０分の間に 

発生した落雷 
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